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新年交礼会
職業奉仕委員会担当例会
法廷休会
1 日会長・幹事
ふれあい農園報告
会員卓話
会員増強委員会担当例会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　 11 名  石川 , 児島 , 武田 , 津田 , 木村 , 宮岸　
　　　　　　　山脇 , 佐々木 , 成田（雅）, 轡田 , 樋口各会員

０名　

　１月２８日(火）
　２月　４日(火）
　２月１１日(火）
　２月１８日(火）
　２月２５日(火）
　３月　４日(火）
　３月１１日(火）

30 名  （出席免除者１名中 0 名出席）

６２，０７％

７２，４１％

NO.3044 第 21 回例会

例 会 案 内 例会案内「1 月～３月」

出 席 報 告

担当：親睦活動委員会

会 長 報 告

１月２１日例会

新 年 恒 例 会

RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

飛弾野会長

　2024-25 年度会長エレクト研修セミナー、地区
研修 ･ 協議会が 3 月２３日、24 日ロイトン札幌
で開催されました。例年の流れでは会長研修セ
ミナーと地区研修協議会は３月と 4 月に開催さ
れていましたが今年度はそれらが合わさって 2
日で開催されました。また資料などもほとんど
が QR コードで自身でダウンロードする形となり
色々な形での転換期となったような気がします。

ロータリーの
マジック

　この時期は特に RC 活動の動きがないので
報告もありませんが、昨日札幌出張で車で走
っていると車の前から何かコトコト音がする。
帰りにコンビニに止まり確認してみるとフロ
ント右タイヤのナットがないのを見つけまし
た。札幌のイエローハットで見ていただいた
所冬タイヤのナットは純正ではなく社外品で
全部のタイヤのナットが緩んでいたようです。
最近は日中と夜の寒暖差が大きく、道もびち
ゃびちゃ状態です。歩く時も車でも気をつけ
て行動していただきたいと思います。

Fukagawa Rotary Club
深川ロータリークラブＲＩ第 2510 地区第１グループ

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

12 月までの寄付金は前年同期
と比べて 11.0％減（普通寄付金
:0.7％減、特別寄付 :14.2％減）、
約１億 370 万円の減少となりま
した。前年比では減少していま

すが、今月は 250 万円の寄付を含む大口寄付が
7 件ありました。皆さまからのご支援に厚く御礼
申し上げます。1 月 9 日に「2024 年度下期普通
寄付金のお願い」を当会から各クラブへお送りし
ております。年初早々からご寄付のお願いとなり
ますが、引き続きご協力を賜りますようよろしく
お願いいたします。

11 月 30 日、国際ロータリー第 2580 地区米山学友
会が大正記念館にて、第 2 回目となる「キャリア共
有交流会」を開催し、米山学友 27 人、米山奨学生
16 人を含む 60 人が参加しました。 この交流会は、
米山奨学生・学友たちが日本で就職や転職、起業と
いったキャリアの選択を行う際、同じ境遇にある
米山学友たちが自らの経験を共有するという目的か
ら、2023 年 12 月に第 1 回目の交流会を開催。就
職・転職・起業・資格取得などに重点を置き、参加
者から好評を博しました。韓国、ベトナム、中国、
カンボジアなどの学友たちがキャリア紹介を行った
ほか、学友の発表後に「若い学友がどう日本社会へ
溶け込むか」をテーマにグループディスカッション
を実施。「日本社会に溶け込むには、まず自身の努
力が不可欠」「周囲の社会・日本人を理解しようと
する心構え、楽観的な気持ちが大切」など、さまざ
まな声が上がりました。

新年干支会員卓話　富永会員

新年干支会員卓話　中西会員

（火）
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本
日
卓
話
と
い
う
こ
と
で
先
ず
は
干
支
の
由

来
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
歴
注
の
多
く
は
陰
陽

五
行
説
と
い
う
中
国
の
思
想
や
易
か
ら
発
生
し

月
日
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
そ

の
大
き
な
も
の
が
干
支
で
す
。
干
支
は
十
干
と

十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
で
十
干
は
も
と
も
と
日

を
順
に
10
日
の
ま
と
ま
り
で
数
え
る
た
め
の
呼

び
名
で
あ
り
ま
し
た
。
10
日
ご
と
に
「
―
旬
」

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
古
代
中
国
で
は
、

万
物
は
す
べ
て
陰
と
陽
の
２
つ
の
要
素
に
分
け

ら
れ
て
い
る
と
す
る
陰
陽
説
と
す
べ
て
「
木
」・

「
火
」・「
土
」・
と
呼
び
、
３
つ
の
旬(

上
旬
・

中
旬
・
下
旬)

でl

ヶ
月
に
な
る
た
め
、「
金
」・

「
水
」
の
五
つ
の
要
素
か
ら
な
る
「
五
行
説
」

と
い
う
思
想
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
「
陰
陽
五
行
説
」
と
い
い
、
や
が
て

陰
陽
五
行
説
を
「
十
干
」
に
当
て
は
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
こ
の
「
陰
」
と

「
陽
」
を
「
兄(

え)

」
と
「
弟(

と)

」
に
見

立
て
「
兄
弟(

え
と)

」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
十
二
支
は
も
と
も
と
12
ケ
月

の
順
を
表
す
呼
び
名
で
し
た
が
、
や
が
て
こ
れ

ら
に
12
種
の
動
物
を
当
て
は
め
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
そ
れ
と
、
時
刻
や
方
角
を
表
す

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
１
日
24
時
間
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
十
二
支
が
当
て
は

め
ら
れ

て
い
ま

す
。
深

夜
１
時

か
ら
３

時
頃
の

こ
と
は

「
丑
の

亥
」
と

い
う
こ

と
が
あ

り

ま

す
。
東
西
南
北
に
も
十
二
支
が
当
て
は
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
北
は
子
、
南
は
午
が
当
て
は
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
球
の
北
と
南
を
繋
ぐ
経
線
の

こ
と
を
「
子
午
線
」
と
呼
ぶ
の
は
こ
の
為
で
す
。

ま
た
、太
陽
が
真
南
の
方
角
に
あ
る
時
間
は「
正

午
」
と
呼
び
ま
す
。
干
支
の
組
み
合
わ
せ
は
60

通
り
あ
り
六
十
干
支
と
呼
び
ま
す
、
こ
れ
が
一

巡
す
る
と
還
暦
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
年
が

私
の
年
に
当
た
り
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
さ
て
、

今
年
の
巳
年
は
六
十
干
支
の
中
の
42
番
目
の
位

置
の
乙
巳(

き
の
と
み)

で
す
。
巳
は
十
干
の

中
で
２
番
目
、
植
物
の
生
長
に
例
え
る
と
「
種

子
の
殻
を
突
き
破
り
、
芽
を
出
す
状
態
」
を
意

味
し
ま
す
。
巳
は
一
般
的
に
は
嫌
わ
れ
者
あ
つ

か
い
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
脱
皮
を
繰
り
返
し
て

成
長
す
る
こ
と
や
生
命
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、

再
生
。
復
活
・
長
寿
の
象
徴
と
さ
れ
縁
起
が
よ

い
生
き
物
で
す
。
巳
の
性
格
は
、
特
徴
と
し
て

は
探
究
心
と
情
熱
、
執
念
深
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
恩
を
忘
れ
ず
、
助
け
て
く
れ
た
人
に
は

恩
返
し
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
努
力

を
重
ね
、
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
」
と
い
う

意
味
合
い
を
持
つ
こ
の
年
、
良
い
年
に
な
る
か

ど
う
か
は
私
た
ち
次
第
で
す
。
人
生
１
０
０
年

と
考
え
る
と
ま
だ
６
０
％
、
や
り
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
日
一
日
を

大
切
に
充
実
し
た
年
に
な
る
事
を
祈
念
し
干
支

卓
話
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
西
会
員

　

先
日
道
新
か
わ
ら
版
で
「
昭
和
１
０
０
年
に

想
う
」
と
い
う
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
の
で
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
札
幌
冬
季
五
輸
は
昭

和
４
７
年
な
の
で
５
３
年
前
。「
虹
と
雪
の
バ

ラ
ー
ド
」
は
今
で
も
歌
え
ま
す
。
こ
の
頃
の
日

本
は
高
度
経
済
成
長
期
で
勢
い
が
あ
り
ま
し

た
。
昭
和
天
皇
崩
御
が
昭
和
６
４
年
１
月
で
、

今
か
ら
３
６
年
前
。
そ
し
て
時
代
は
平
成
に
世

の
中
は
土
地
や
株
の
高
騰
に
よ
る
パ
ブ
ル
経
済

の
狂
乱
で
、
今
思
え
ば
ヘ
ン
な
時
代
で
し
た
。

そ
の
後
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
日
本
の
経
済
は
次
第

に
勢
い
を
失
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、

平
成
７
年
で
昭
和
７
０
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、

今
か
ら
３
０
年
前
、
東
日
本
大
震
災
は
、
平
成

２
３
年
で
昭
和
８
６
年
、
今
か
ら
１
４
年
前
の

こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
津
波
や
原
発
の
被

害
は
本
当
に
悲
惨
で
し
た
。
令
和
元
年
は
昭
和

９
４
年
。
翌
年
の
令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
と

の
闘
い
が
。
そ
し
て
令
和
７
年
の
今
年
で
昭
和

百
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
私
が
60
年
の
間
で
自
慢
出
来
る
事
。
感

謝
し
た
い
事
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、
カ
タ
チ
に
残
せ
て
い
る
も
の
。

音
江
山
か
ら
見
下
ろ
せ
る
夜
景
の
中
に
、
３
つ

の
星
座
を
施
し
た
「
夜
景
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

を
戸
外
炉
（
ト
ト
ロ
）
の
仲
間
と
作
れ
た
事
。

こ
こ
で
の
仲
間
と
の
出
会
い
に
感
謝
と
尊
敬
。

２
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
続
け
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
。
当
時
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た

土
木
現
業
所
の
大
会
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
で
道

北
優
勝
出
来
た
事
。
自
画
自
賛
。

３
、
昨
年
、
商
店
街
の
懸
賞
で
１
等
賞
を
ゲ
ッ

ト
し
た
事
。
引
き
当
て
て
く
れ
た
長
谷
川
さ
ん

に
感
謝
。じ
ゃ
な
く
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
。

み
な
さ
ん
に
感
謝
と
尊
敬
の
意
を
お
伝
え
し
た

か
っ
た
で
す
。

新年干支会員卓話


